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シクロパラフェニレン(CPP)の酸化・還元特性について検討を行い、CPP の酸化電位は CPP のサイズに




DFT 計算（B3LYP/6-31G*）により、中性の[8]CPP、[8]CPP ラジカルカチオン ([8]CPP•+)、およびジ







いることが分かった。これは、ESR および NMR 測定において、等価なスペクトルが観測された実験
事実とよい一致を示していた。 
 
Figure 1. Structure of [8]CPP, [8]CPP radical cation, and [8]CPP dication.  
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